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士師記　1:1
　今日から士師記を読む。ヨシュアの死後、イスラエルの民はどうなっていったのか、を語る書だ。どのくらいの年月を記しているのかについては、諸説ある。登場する士師たち、新改訳聖書では「さばきつかさ」と呼ばれている人々についても、イスラエル全体を指導したわけではなく、あるいは重なっている時期もあるかもしれないとも言われている。そのあたりを厳密に探索するのは専門家に任せて、私たちとしては、神の民と呼ばれるイスラエルが神の民とは言えない歩みをしている姿を、そしてまた、そのような民を神がなお顧み続けておられる姿を、見ていくことにしよう。
 
 
士師記　1:1-7
　ヨシュアというイスラエル全体をリードする者が世を去った後、神は個人としての指導者を任命しなかった。それはすでに律法が与えられて、民がどう生きるべきかの御心が示されていたこと、祭司がいて民の信仰面を養い導く人々がいたことがあるだろう。モーセやヨシュアのような指導者がいないとやっていけないのは、とても厳しい局面においてのみとの理解だ。むろん社会そのものの指導者を否定しているわけではない。強大な権限を持たなくても、人々の調整役的な存在でも事足りる社会であったなら、どれほど幸いであったことか。そういえば、町々の長老と呼ばれる人々の存在も聖書には見られる。だが、人の混乱はそれでは済まない事態を招いていく。神は残念に思われていただろう。
 
 
士師記　1:1-10
　イスラエル社会としてはそれで済むはずでも、彼らにはまだ対決すべき相手がいた。ヨシュアの時代には達成できなかった課題で、そのための戦いが必要とされた。それでもこの時期、民はまだ神に導きを求めつつ進んでいこうとしていた。それでユダ部族が指名され、彼らはイスラエルの民に与えられていた使命を果たすために奮闘している。このあたりはヨシュア時代が続いていると見て良いだろう。それはヨシュア一人ではなく、民全体が神と共に歩むことを志していたからだ。どんなに良い指導者がいても、人々が共に歩んでいなければ、あっけなく崩れ去ることになる。
 
 
士師記　1:11-15
　どうやらオテニエルよりもアクサのほうが賢かったようだ。オテニエルは目の前の収穫を求めたのだが、アクサはネゲブという水の足りない地域では泉のほうが重要だと考えた。まあ、夫婦が足りないところを補っていくのは意味のあることだ。それでいてこそ、本当に幸いな日々を手にすることができる。
 
 
士師記　1:16-21
　ユダ部族の活躍が記されているのだが、課題がすでに出てきている。強いと見える相手については手を出さずに避けてしまっているのだ。確かに当時としては鉄の戦車を持っているのは圧倒的な武力に思えたかもしれない。だが、同じ節には「主が共におられたので」と書かれていて、それがユダ部族躍進の要だったことが書き記されている。それでいて鉄の戦車に怖じ気づくとしたら、それはつまり、主なる神よりも鉄の戦車の方が強い、と見なしているようなもの。この時期、人々は確かに主を信じていたが、でもそれは限定的だったことが露呈しつつある。
 
 
士師記　1:22-26
　ベテルは創世記にも登場する由緒ある町だ。イスラエルとしてはしっかり確保したい拠点だったろう。この戦い方はエリコの場合と似ている。このようにして内通者をちゃんと守るということが明記されているのは、当時の社会で、そういう扱いが必ずしも普通ではなかったからなのか。あるいはイスラエルは絶滅を意図する恐ろしい相手という噂が広がっていたからだろうか。そのあたりの情報は聖書からは得られないが、いずれにしても、こういう誠実な対応というものは、今後、イスラエルがカナンで生きて行くに当たっては有意義なものになっただろう。力だけではその土地を支配することはできない。
 
 
士師記　1:27-36
　各部族がそれぞれに割り当て地の確保に取り組んだ様子が記録されている。カナンの諸民族を圧倒はしたようである。だが、繰り返し書き記されているのは、追い払わずに終わってしまった人々があちこちにいたという点である。しかもそれは、相手のことを思う優しさからなどではなくて、勇気がなくて、自信がなくて、それで手控えたというのが理由であった。多様な人々と共に生きることは必ずしも悪くない。だがそれは、イスラエルが与えられていた神への信仰に基づいた祝福の中に人々を招き入れるという部類のものだ。イスラエルにはそういう使命が与えられていたし、そのための力も与えられていたのだが、でも人々は、その取り組みを怠った。それがまもなく自らを堕落させていくものになることを、士師記は書き記している。たとえばそれは、社会の安全に責任を持つ立場の人々が、危険な薬物を売買している拠点を知りながら放置してしまうようなもの、と言ったらいいだろうか。
 
 
士師記　2:1-5
　イスラエルの民はカナンを支配下に治めていくとき、やっかいそうな地域については手をつけずにごまかす方式を採っていた。世間一般論としては普通のことかもしれない。だが、そのことを強く戒める主の使いが民の所に送られてきた。異民族を排除せよというのではない。他族もまた共に神の前ら生きていこうとするのならば、それはそれでも良い。だがイスラエルは、そういう積極的な姿勢ではなくて、単にやっかいごとから逃げただけだった。それはやがて民の中に、よけいな誘惑（偶像礼拝への）を招く素となっていく。それは今日的な信仰の自由とか、強制しないとかという話ですらない、単なる逃げ腰、神の助けを信頼しないで逃げている姿だったのだ。
 
 
士師記　2:4-5
　この頃のイスラエルは、こうして叱責されると本気で神の前ら泣き、また、悔い改めの祭壇も築いているのだが、こういう素直さがやがて消えていく。この時は確かに神を敬い、謙虚でもあったのだけれど、そういう性質は人が移り変われば変わってしまう。もし後の世代のことを大事に思うのならば、よくよく物事を整えて、まずは自分たちがきちんと神の前に立ち続け、そういう社会を築き、様々な思想と信仰が入り交じる世界とどう関わるのかのまっとうな姿勢を整えていく必要がある。そこそこ何とかなるだろう、では済まなかったことを、士師記は語るのだ。
 
 
士師記　2:6-10
　泣いたのだけれど、それは本気であったのだろうが、そして彼らなりには精一杯神の前を生きたのだけれども、でも、こういう姿勢が次の世代に大きく影響したのだと士師記は語っている。ヨシュアと共に生きた世代が死んでも、信仰が継承されれば良いことのはずで、そういう前提での神の働き掛けでもあったのだが、でも、次の世代は神を知らなかった。上の世代自身はそれなりに生きたのだろう。それ自体は糾弾されるほどではなかった。でも、彼らが抱えていた様々な欠け、ごまかしは、次の世代に信仰を育むものになり得なかったのだ。
 
 
士師記　2:10
　知らなかったのはなぜか。詳しくは語られていない。ただ、申命記などで繰り返し語られていた警告が思い出される。そこで神は、モーセは、民に対して、神の教えをしっかり伝え続けよと諭していた。子どもらの心に刻むように、彼らが神の偉大さと祝福の確かさをちゃんと知り得るように話して聞かせよと言われていた。聖書のこの流れを見る時、上の世代はその点で怠ってしまったのだろうと推測させられる。知らなければ、神を慕い求めることはできないのだ（ローマ10章）。
 
 
士師記　2:11-15
　この、「それで」というのが悲しい。神の恵みを知らないと偶像に走る。人には助けが必要だから、信頼できる方がいるのだと知らなければ、手近なところで何かに頼ろうとする。せっかくすばらしいものが用意されているのに、提供されているのに、それを素通りして劣悪なものに行ってしまう。これは悲劇だ。マタイ6章でイエスが、神を信頼せよ、と切々と語られた理由がわかる。
 
 
士師記　2:14-15
　イスラエルはもともと神によって強められ、神によって支えられて、快進撃を続けてきた民だ。ゆえに、神から離れてしまったら、勝てるはずがないのは当たり前だ。あの40年の前、民はカナン人を恐れて、神の助けを信頼せずに逃げ出した。重大な過ちだったけれど、士師記の時代の人々よりはまだ常識的かもしれない。この時代の人々は、神の助けがなくても問題は何もない、と思い込んでいるのだから。いや、大丈夫かどうかすら、真剣に考えていなかったというべきか。ヨナの時、回りの人々は戸惑い、恐れた。なぜそんな愚かな、恐ろしいことをしたのか、と。この時代のイスラエルも同様である。
 
 
士師記　2:14-15
　この書き方は、一見すると、神が罰を下したために事態が悪化した、というふうにも見える。だが、実のところ、神は何もする必要はない。単に手を引けばいいだけだ。助けるのをやめさえすれば、そうすればイスラエルは苦境に陥る。わざわざ攻撃を仕掛けなくても、神の守りが薄れただけでも、人は大混乱に陥る。そうであることを、私たちはあまりにも知らなすぎる。（その重大さが分からないならば、太陽の光と熱を何パーセントか減じたらどうなるかを考えてみるといい。火山灰で、あるいは黒点の影響などで、太陽全体からすればほんのわずかな程度のものでも、世界は大問題に巻き込まれるのだ。私たちは神によって守られている現状をあまりにも軽く考えている。）
 
 
士師記　2:16-18
　民は苦しむとうめく。はっきり神に助けを求めたとは書かれていない。でも神はあわれみの心を起こして、さばきつかさと呼ばれる人々を立たせ、民を救っていこうとなさる。神が自ら招いた事態なのに、神はどこまでも民を思い、見捨てず、助け支え、導いていこうとなさっているのがよく分かる。人々が改心したわけではないけれど、先に助けを与えて、それによって民が神に立ち返ることを待っておられるのだ。
 
 
士師記　2:17,19
　けれど、民の状態は好転しなかった。民はさばきつかさによって助けが与えられてもなお、主なる神にそっぽを向き続けていた。しかも、さばきつかさが防波堤のように支えていた時代はまだしも、彼が死ぬと事態はさらに悪くなり、その罪はますます深くなったのだと記されている。その様子は、この後、具体的なさばきつかさたちの記録の中に現されていく。民の罪はやまず、事態はまさに暗黒の時代に陥っていく。
 
 
士師記　2:11-19
　この悪循環が繰り返されていく。民が背き、神の助けが失われ、民は他国に苦しめられてうめき、神はあわれんで助けを与え、さばきつかさは必死になって民を守り、信仰を下支えしようとし、でも民の現実は相変わらずで、だから、さばきつかさが死ぬと事態はさらに悪化する。神は民の苦悩を見てあわれまれるが、その先は同じことの繰り返しとなっていく。これはまさに悲劇であり、罪のもたらす惨劇である。
 
 
士師記　2:20-23
　もともとはイスラエルが追い払わなかった人々だ。彼らの存在がイスラエルを混乱させるのだと知りつつも、それでも神は残すのだと語られる。神などいなくても自分たちで精一杯しっかりと生きていけるのだ、という思いを抱いている人々の自信と高慢は、あっさりと打ち砕かれていく。神がこんなふうにして悪につながりかねない種をあえて残されることはまずない。試みに遭わせないで、が神の基本的な姿勢だ。それほどに、イスラエルという特別な使命を与えられていたはずの民の心が衰退してしまっている姿は、この世界に最悪の推移であるのだ。これらの処置は神ご自身の嘆きである。神が泣いておられる、と称するべきだろう。
 
 
士師記　3:1-6
　イスラエルがひとまず約束の地全体に行き渡ろうとしていた時、なお残っていた強力な民のことが語られていく。イスラエルとしては、勢力を誇示しつつ、積極的な友好関係を築いたつもりだったようだ。でも彼らの側からすればイスラエルは単なる邪魔者であり、可能であれば力で排除して当然。諸民族の都合次第ではいつでも攻めてくる。真の融和と、外面的な友好とは全く別のものである。もし、共に神を求めていくならば、それは民族や歴史、習慣の違いなどがあっても前に進み得る。だが、神のことを棚上げにしていては、神の民自身のあり方が瓦解していくのだ。
 
 
士師記　3:5-6
　イスラエル側にとって、より深刻な課題は、政治的、精力的には圧倒しているつもりでも、信仰的な面ではむしろ彼らに迎合し、従属していく道を進んでしまったことだ。最大の要因は、イスラエル自身が神を忘れ、その偉大さも、全能の御手も忘れてしまったことにある。そんな状態では、カナンの民が持っていた神々への信仰が、さも文明的、力強い保証のようにも思われたのだろう。神の民であるはずの者たちが瓦解していく。
 
 
士師記　3:7-11
　イスラエルの民が神を忘れ、神を捨てたので、神からの守りと助けが失われてしまう。この事態は、神の積極的な刑罰という面だけでなく、イスラエル自身が祝福を自ら放棄した結果でもある。これはイスラエルだけの話ではない。人は神によって造られて、神の祝福を受けていたのだ。それを、神など不要だと拒んだのだから、神の助けも失われていくことになるのは必定。彼らは何をしているのか自分でわかっていない、との嘆きが神から語られるのは当然である。
 
 
士師記　3:8-11
　神の庇護を失った時、北方からメソポタミア系の民が侵攻してきた。アラム・ナハライムは創世記24:10からするとカナンとバビロンの中間地域で、メソポタミアの主勢力ではないようだ。民はあわてて神に助けを求め、神はそれに応えてオテニエルをリーダーとして立てて、イスラエルに勝利を与えられた。40年の安定が与えられたとある。この時は、苦境に際してイスラエルは神に叫んだが、後にはこの叫びが見られなくなっていく。神への意識がどんどん薄れていくのだ。それにしても、オテニエル存命中にすでにこの事態に至っていることからは、信仰の衰退が急速に進んでいることを考えさせられる。事態は早くも容易ならぬものになってしまっている。
 
 
士師記　3:12-14
　士師記にあるイスラエルの深刻な姿がここに出てくる。オテニエルが生きている間はまだしもだったが、彼が死ぬと、民は再び神から離れてしまったのだ。神の与えてくださったリーダーが、信仰復興ではなく、瓦解しないための防御としてしか機能していないのだ。この事態は以降繰り返されていく。真の改善が見られない限り、ただの助けでは足りないことを、旧約聖書は明らかに語り示しているのだ。今回は隣国のモアブがイスラエルを圧迫している。
 
 
士師記　3:15-23
　最初の救助者はユダ族だったが、今度はベニヤミン族である。以降、様々な部族の出身者が登場し、部族の力ではなく神ご自身によってこそ事が動いている様子がうかがい知れる。その点は、ダビデ王家とは異なっている。ダビデの登場はその頃のイスラエルにとっては必要だったが、全体としての傾向がますます「神によってこそ導かれる民」という性質から離れて行ってしまったことを思わせられる。
 
 
士師記　3:15-23
　エフデは、自分の左利きという特性を利用して、王の油断を突いたわけである。身体検査はなされただろうが、右側に剣があるはずがないという思い込みがあったようである。もっとも、それはずいぶんと甘すぎるチェックとも言えるわけで、その点でエフデは神の守りに賭けたのだ。これほどうまく進むとは、彼自身が思いも寄らないものだったかもしれない。彼は難なく敵の王を倒して、無事に脱出することができた。昨今の殺伐とした情勢を思うと牧歌的な感じもするけれど、神によってこそ事はなしえるという点は、事情は変わっても同じである。
 
 
士師記　3:24-30
　エフデは王を倒したが、モアブを打ち破ってイスラエルの解放を手にしたのは、イスラエル全体の取り組みだったことが記されている。敵の強さが明記されているが（29）、神の守りの中で戦う者たちの強さはそれを越えるものだったのだ。イスラエルはすでに混乱を始めているけれど、士師記の後半を見てから振り返ると、このあたりの状況はまだまだ安心して見ていられる部類のものに思えてくる。
 
 
士師記　3:31
　士師記にはシャムガルのようなほとんど情報のない人物も記されている。彼が相手にしたのはペリシテ人なので、エフデとは同じような時代に、ただ、地域は別のところで活躍したということだろう。士師記にあるさばきつかさたちは、時代的には重複している者たちが多々あるはず、とも言われている。だが、情報の大小に関わらず、彼らは皆、神に導かれて民のために奮闘したという点では、同じなのだ。目立とうが、目立つまいが、それは関係のないことだ。
 
 
士師記　4:1-3
　悪の循環が再び、である。せっかく神によって救い出されたのに、またも神にそっぽを向いた。具体的には書かれていないが、カナンの神々に愁眉を送ったのだろう。エフデは死んでいた、と書かれているが、よくよく考えてみると奇妙なことだ。それは決して神の助けが止まってしまったという意味ではない。エフデには恩義を感じていたので遠慮していたけれど、もういないから勝手気ままに、ということか。助けてくださった神ご自身は、変わることなくそこにおられるのに。人々は実のところ神を見てはいない、そう言われても仕方がない。罪の姿である。今の私たちははたしてどうか。
 
 
士師記　4:2-3
　ハツォルはガリラヤ湖の北方にある町だ。ヨシュア記11章で一度征服された町だが、復興していたようだ。王の名が同じなので、あの時、イスラエルと戦った王の子孫なのだろう。苦労して手に入れたはずの勝利でも、その源にあるのは神の助けなのだから、そこの部分が失われてしまえば、支配権も、平穏も、何もかも失われてしまうのだ。民は、いや、人は、何もわかっていない。まるで自分が全てを成し遂げたかのように思い込んでいる、それこそが悲劇の元凶なのに。
 
 
士師記　4:4-5
　女預言者デボラの「さばき」とは、いわゆる政治的統治ではない。人々は困ったことがあると彼女を訪ねて神の声を求めていたということだ。裁判的なこともあれば、託宣的なもの（捜し物を求めたり）、癒しに関することもあったのではないか。人々と神との間をつなぐ存在ということか。礼拝の場所である会見の幕屋と大祭司が持っていたはずの国全体を掌握する機能とは別である。もっとも、このあたりの時期、大祭司たちは何をしていたのか、その様子が見えてこないのもまた深刻であるのだが。
 
 
士師記　4:6-10
　デボラは女預言者であるし、その役目も日常的なことへの関与だったから軍事的指導を役目とはしていない。それで神はバラクを将軍として立てることになさった。招集される軍からすると、デボラが関与していたのはイスラセル全土ではなく、ガリラヤ湖あたりの北方のようだ。ヤビンの圧迫もそのあたりに向けられていたのだと思われる。士師記の多くは部分的な地域に関することだろうと見なされている。ある地域が圧迫されているのに他の部族が関知していないのもまた、状況の深刻さを物語っていると言える。イスラエルは12部族が一つとなってカナンにやってきたが、そこからバラバラになってしまっていたのだ。サムエルやサウル、ダビデによって再び終結されたが、また瓦解していく。他の人のことを思えとの教えは、とても深刻なことなのだ。
 
 
士師記　4:8-10
　バラクの姿は臆病と評されることも多い。もっとも、士師記に出てくる指導者たちはしばしば、こんなふうである。混乱する時代の中で、彼らは自信を失っている。神の助けの確実性を信じ切れないでいる。自信満々になると、今度はサムソンのような課題が生ずる。神を信頼し、恐れずに進め、とのヨシュアへの言葉は（ヨシュア1:9）、とても大切なものなのだ。そんな状況だったのに、それでもバラクたちは前に進んでいるのだから、むしろ彼らの勇気と信仰を思うべきかもしれない。
 
 
士師記　4:11-16
　ヘベルは後から重要な意味を持つ。ヤビン王の将軍シセラとバラクのもとに終結した民との戦いが行われた。戦車とは馬に引かせるものだが、機動力で大きな力を発揮したから、シセラ軍のほうが断然優位だったはずだ。細かい戦術ではなく正面から激突したようだ。でも神の助けがあってイスラエル側は圧勝している。人々は900両の戦車に恐怖していたけれど、神の助けがあるかどうかが勝敗を決している。古代イスラエルにおいてはこの点こそが決定的な意味を持つ。それをいつまでも悟らない民でもある。
 
 
士師記　4:17-22
　敵の将軍を討ち果たすのが最大の名誉とされるのは古今東西を問わず、のようだ。でもそれはイスラエル軍のものではなく、ケニ人ヘベルの妻ヤエルのものになった。ヘベルはイスラエルと共にやってきた一族の関係だが、むしろカナン人との関係を重視していたようだ。でもヤエルは神の導きがどちらにあるかをよく見極めて、イスラエルに加担した。ラハブなどもそうだが、聖書にはしばしば女性たちが大きな出来事の中で、その信仰ゆえの重要な行動を起こしていることを記録する。当時の社会で彼女たちは人間的な意味での力は持っていなかったが、神を思うその判断と選択は、とても力強いものとなっていくのだ。
 
 
士師記 4:23-24
　有力な将軍シセラが倒されたためか、ヤビン王そのものの勢力も衰えていったようである。まあ、エフデが倒したモアブ王などに比べると、ヤビンはカナンの領主的なものに過ぎないから、全土に展開していたイスラエルとは、本来、勢力に差がありすぎたはずだ。でも、そのような相手に圧倒されていたというところに、士師記の時代にイスラエルが深刻な状態であったことがうかがえる。やはりイスラエルの場合、その強さは彼ら自身の力量ではなく、神の支えがあるかどうかにかかっている。それが神の民というものだ。これを幸いと喜ぶか、それとも面倒と考えるのかは、人によって違うのだろうが。
 
 
士師記　5:1-31
　詩篇は別としても、こういうふうに歌を文字で読むという感覚は、それに馴染んでいる人と、そうでもない人とでは、かなり差があるのではと思う。正直なところ、私は小説はたくさん読むけれど、叙事詩的なものはまず手にしない。短歌や俳句のような短いものならば心地よいのだが。でも、この類に慣れている人にとっては、こういう箇所はとても印象深く心に響くのだろうとは思う。聖書は書き記されたものであるが、つい最近まで、人々が自分で文字を読む機会は滅多になく、ほぼ、読み聞かせてもらうことでその内容に接してきたものだ。だから、こうして歌われていくものは、とてもよく心に届いていたに違いないとは思う。自分で読む場合も、そういう特性を意識しつつ、自分の心に歌いかけるようなつもりで読んだ方がよさそうだ。
 
 
士師記　5:1-31
　で、内容である。二日続けてこの歌を読んでいただけたなら、何か心に響き始めているかもしれないが。全体としては、出来事をなぞっているというふうである。ただ、各部族がヤビンの脅威について真剣に団結して取り組んでいなかったことに強い疑問を投げかけているのが分かる。その一方で、神ご自身の守りと導きの確かさが明朗に語られている。人の混乱と神に寄り頼むことの意義が、デボラの口を通して高らかに歌われる。それはもともと4章前半でデボラがバラクに語ったことと同じ趣旨である。
 
 
士師記5:1
　それにしても、ヤエルに武功を取られてしまったバラクが、けれど、それで腹を立てるでもなく、いじけるでもなく、この歌のように、意気揚々としているのは不思議な気もする。彼は勇者であったし、統治の方も安定していたから、それなりの力量を持っていたはずだ。そのような人物が、けれども自己の誇示に固執せず、むしろ現状が順調であることをこそ願い、適材適所というか、そんな構えでいられたことは、それこそ神の守りと導きの中に歩んで来たに相違ないと、主の前にある意味では、なかなかに良き人であったのだと、そのようにも思える。神にあって生きるとは、必ずしも自分自身が功績を挙げるかどうかではなく、最終的に人々の中に幸いが広がることこそが重要、と思えるかどうかも大切なのだ。
 
 
士師記　6:1
　再び、イスラエルの愚かな生き様が現されている。人々はまたも助けてくれている神を捨てた。神に従おうがどうしようが本人の自由、とも言えるけれど、しかし、士師記に出てくる様子を見ると、あまりの愚かな姿に見ている方が苦悩せずにはいられない。滅んでしまって構わない相手なら、どうぞお好きなように、と言えるかもしれないが、わずかでも思いをかけようとする相手なら、とうてい看過できない光景が目の前に広がっている。叫べば相手の心に届くわけではない。知恵を働かせない呼びかけは害をもたらす方が多いかもしれない。それでも、人々が切々と叫びたくなる思いはひしひしと迫ってくるように思う。
 
 
士師記　6:1-6
　ミデヤン人はカナン南部、西部に展開する民族だ。拠点が荒野、砂漠地域であるため、遊牧のほか、他民族への襲撃も多かったようである。モーセの妻はミデヤン人で、イテロのように信仰的な共通性もあったようだが、利害関係のゆえにイスラエルとはしばしば戦っている。この民は支配ではなく略奪を意図していたため、イスラエルの温存などは考えもせず、ゆえに徹底的に搾り取られてしまった。これまでの支配よりもさらに過酷な事態であったのだ。イスラエルはともかく逃げることしかできなくなっていたようだ。彼らは民族としての衰退が危惧されるほどの厳しい事態に陥っていた。
 
 
士師記　6:7-10
　苦しんだイスラエルの民は神に叫んだ。だが、神は民の心が本当の悔い改めではなく、一時的なうめきに過ぎないことを知っていたから、とても厳しい断罪の言葉を届けるだけだった。神は本来、叫び求める相手には、心優しく語られる方だ。それがこの対応。イスラエルの状態がどれほど悪化していたかを痛感する。見捨てられて当然、そんなふうに言われてしまうのだとしたら、もはや全ては暗黒である。むろん、それで終わりではない。でも、人は自分たちの現状が何であるのかを知るべきだ。神に対して真剣に願い求めるつもりならば。
 
 
士師記　6:11-14
　今回、神が救出者として任じたのはギデオンである。アビエゼル人とあるが、十二部族で言えばマナセに属する。天使は彼を勇士と呼んだが、本人は全くその気はないという様子だ。もっとも、その後の記述からすると、彼の一族は有力者だったようであるし、ギデオン自身の力量もなかなかのもののようで、彼が選ばれたのには公平に見れば十分に意味があると言えそうだ。でも、そんな個々人の力ではどうにもならないほど、当時のイスラエルはミデヤン人に押し込まれていたのだ。彼が縮こまっていたのは民全体の様子であった。
 
 
士師記　6:12-13
　ギデオンが天使に反発したのは、勇士云々ではなく、「主が一緒におられる」という言葉のほうだった。この言い回しは神の祝福を語る一般的なものだが、苦境を考えるにつけ、ギデオンはそれがかちんときたようだ。神の守りと助けがあると言うけれど、現状を見て欲しい、どこに助けがあると言えるのか、と反発している。もっとも、この事態はイスラエル自身が招いたもので、民が神を捨てた結果である。天使はそのことに答えていないが、士師記としては8-10節ですでにそのことを語っている。ギデオンの中に、この点での自覚と悔い改めが見られないことと、後々の様子を見比べていると、何だか恐ろしくもなる。
 
 
士師記　6:14-24
　ギデオンの信仰について士師記が注目するのは、彼が立ち上がることができた鍵は、「神が共におられる」ことがはっきりと指し示されることによってだ、という点にある。かつて、モーセが立ち上がったときも、それが鍵だったことも思い出す。ギデオンの資質の是非は様々考えるべきことがあるけれど、神が共に、ということを何よりも大事に考えた姿は、彼が召し出された意味を考える上でも重要だろう。神は約束の言葉をもって、さらには捧げ物を一瞬で焼き尽くすという業によって、神の臨在をギデオンに示されている。私たちは何によって神の臨在を知るのだろうか。
 
 
士師記　6:22-24
　神にしるしを求めたのに、それを見たとたんにギデオンは慌てている。そして自分の命は奪われると焦っている。冷静に言えば、奪うのが目的ならこんな面倒はしないわけだが、人は神の真の偉大さに出会うと、我が身の終わりをすぐに意識することが多い。それだけ、普段は神の偉大さを忘れているということか。あるいは神の善意を信頼しきれていないのか。神としては何とも悲しい光景であったはずだが、ギデオンを慰め、励まして、前に進ませようとしている姿は、神がどれほど忍耐強いかを思わせるものだ。
 
 
士師記　6:25-27
　ギデオンは文句を言っていたが、イスラエルの苦境が彼ら自身の偶像礼拝から来ていることは明らかだ。だからギデオンに与えられた最初の命令は、町にある偶像の排除であった。それ自体はミデヤンとの戦いに比べたら些細なことだが、物事は一歩ずつ。それに、こうすることで周囲の人々に対しても、主なる神のもとで戦っていくのだということを指し示すことができる。混乱は生じたけれど、ゼロから始めているギデオンとしては、これが望ましい取り組み方であったのだ。
 
 
士師記　6:28-32
　町の人々は、偶像の仕返しを恐れているのだろう。祟りがある、という言い方をすれば、日本でも見られる光景だ。助けてもらうつもりで祀っているのに、むしろその祟りを恐れねばならなくなる。人間社会に置き換えてみても、しばしば見られる構造である。だが、これでは拝んでみても何の意味もない。偶像礼拝には様々な問題があるが、恩恵よりも縛り、ということもまた、深刻な課題であるのだ。
 
 
士師記　6:28-32
　誰の仕業か分からないように、夜中にこっそりやったのだが、ギデオンがしたことであるのはすぐに露見してしまった。まあ、そんなものだろう。それらの偶像はもともと彼の父親のものであったようだから、父はそれらの神々を拝んでいたはずだ。でも彼は神々よりも息子を優先している。偶像の仕返しを恐れている町の人々と大きく異なるが、それは手放しで喜べることかどうかは微妙だ。現代のように人間中心主義的世界でもまた、こういう反応になるだろうから。神を利用しつつ結局は人間という姿勢、確かにそれは偶像礼拝を抑制するけれど、真の神への信仰ともまた異なるのだから。
 
 
士師記　6:31
　父ヨアシュの語る論理は、何とも小気味よい。確かに、人が代わりに戦い、争わねばならない神々など、意味がない。人は自ら様々な課題を抱えている。それを代わりに負って下さる神はありがたいが、人が神のために戦わねばならないようでは困る。神に仕えると言うけれど、そこで神が求めているのは、人が互いのために尽くすことであって、神が心地よくいられるために犠牲を払えと言われているわけではない。この違いは信仰を生きる上でも重要な点だ。
 
 
士師記　6:33-35
　町の人々を恐れていたギデオンが、部族全体に号令をかけるに至った経緯は何も書かれていない。「主の霊がおおった」とだけ記されている中に、神の導きと助け、そしてギデオン自身の様々な葛藤が含まれていると考えて良いだろう。あのモーセですら多くの逡巡を経て立ち上がったのだし、民に認められるまでには苦労が続いたのだ。でも、最終的にはギデオンは立ち、民は彼に同調した。そのように神が導いてくださったのだと士師記は語り、むろんギデオンも、民も、そのように受け止めたのである。所属部族のマナセを中心に、近隣の部族が行動を共にしている。この点はあとで課題となる。
 
 
士師記　6:36-40
　ギデオンは神の助けが本物かどうかを確かめている。もっともこれは、神の力を信じられずにいるのではなく、神が間違いなく自分の味方でいてくれるかどうかを確信するためのものだ。これまでの経緯からも、神がイスラエルに味方してくれるかどうかは絶対とは言いがたい。民はそれほどに神をないがしろにしてきたのだ。だからこそ彼は、わがままとさえ言えるような願いをしたのだろう。こんな願いがかなってもそれ自体では何の益にもならないのに、しつこいと叱られそうなことなのに、そこまでもしても応えてくださるなら、神は必ず味方でいて下さると、彼はそのようにして確信を手にしていったのだ。こういうすがりつき方は、聖書に出てくる信仰者にはよく見られる。
 
 
士師記　7:1-8
　せっかく3万人以上の軍勢が集まったのに、結局は300人に減らされてしまった。当時の戦いは人数が最大の力である。だが、イスラエルの勝利は常に、神が味方されるかどうかで決まるというのが、旧約聖書の基本原則だ。通常は神も軍勢をそのまま使う。人にしても、物にしても、多いことが悪いわけではない。だが、ここまで神をないがしろにしてきた民だからこそ、これが神の力による勝利であることを明確にする必要があったのだと2節には記されている。これにギデオンが応じたのは、前章で神の助けは必ず、と確信させていただいていたからでもあろう。
 
 
士師記　7:3
　軍勢の選別に際して、まず問われたのは、恐れおののいているかどうか、であった。一般論としては、こんな戦いで恐れない人はいるまい。恐れること自体が悪いとも言えない。恐怖を覚えながらも、そこでなお戦っていこうとする姿は十分に勇敢だ。とすれば、これはむしろ、無理をするな、という意味合いか。聖書の中でもたいがいはそういう趣旨だ。疲れている者は残っていて良いとか（第一サムエル30:10）。人の力が全てなら無理にでも同行させる必要があるが、神の助けが主軸なら、無理をさせなくても大丈夫と言える。この感覚は、いつの時代にも、様々な取り組みにおいて、よくよく考えておくべきものではないか。私たちは人の力にしがみついてばかりいる。
 
 
士師記　7:5-7
　二度目の選別は、戦いの意識が整っているかどうかによるものと説明されている。敵が迫っている時に不用心に顔を下げてしまうのはふさわしくない、ということだ。片手ですくっているなら、突然敵がやってきてもすぐに対応できる。戦いに慣れていない者は帰して、精鋭だけで取り組んでいこうとしている。ごくわずかな人数で戦うのだからこそ、恐怖心で混乱しないようにとの対応だろう。主の業はすべての人によってなされるものだけれど、具体的にはそれぞれの場合により、一部の人々で進められていくのは決して御心に反することではない。全ての人に、平等に、ということは、祝福の分かち合いにおいてこそ重視される。第一サムエル30:23-24も参照。
 
 
士師記　7:9-14
　神はギデオンを丁寧に取り扱っている。不安を抱くなら確信を与えようと神のほうから呼びかけている。それほど、イスラエルの心は神から離れてしまっていて、信仰が別世界のものになってしまっていたということか。それを追いかけてきてくださる神のあわれみに、やはり人々は応ずるべきなのだ。ギデオンは素直に神の提示に従い、そして、確信へと導かれている。物事は踏み出してみないと分からないこともある。最初からすべてを投げ捨てなくてもいい。でも、信じるからこその行動があってこそ、幸いは始まっていく。
 
 
士師記　7:12-14
　人数は多かったけれど、ミデヤン軍は様々な民族の集合体であったこともあり、後ろ向きの様子である。ギデオンの蜂起は、圧倒していたつもりのミデヤン側には驚きでもあったのだろう。14節に出てくる「神」という言葉は、ミデヤン人も含め、当時の人々が人間の思いや力を超えて働かれる神の存在を意識していたことを推測させる。むろん人々の心は自分たちの都合が最優先であったのだが、それでもなお、彼らは神を畏れる思いを抱いていた。旧約が警告する不信仰は、そういう畏れすらも失って、ただ人間の思いがすべてを動かし得るような感覚であることを思うと、事の深刻さはなおいっそうであることを痛感する。
 
 
士師記　7:15-18
　当たり前だが、人々はむろん怖い。敵ははるかに多く、味方は無力なのだ。神の助けがなければ、決して勝てない状況である。だから礼拝がなされているし、ギデオンが軍勢に言ったこともまた、神の御業があってこそ、という前提のものだ。そんなのは無理だと思うだろうが、でも、私たちの日々にしても、世界にしても、生きて働いておられる神の助けがあることを前提としなければ、何も動き得ない。この世の偶然的な動きとか、あるいは人間自身の力だけで世界が動くと考えるのはあまりにも楽観的すぎる。人はいつも神を信頼して次の一歩を進めていくのだ。
 
 
士師記　7:19-23
　戦術的には、圧倒的な数の敵に対して、これは有効な手段だ。大軍で安心しきっているからこそ、突然の襲撃には驚くし、300の灯りがまさか一人一つとは思わないだろうから、そこそこの大軍と思い込ませることができる。夜中のこと、混乱して同士討ちをして敗走するというのは、軍略本に載っていても不思議ではない。だが、ギデオンたちの行動はあくまでも神の助けの中で、神が戦闘に立って戦ってくださるのだという確信に基づいてのものだ。手法の妙以上に、そここそが重要であったのだと聖書は語る。
 
 
士師記　7:24-25
　エフライムはギデオンの属するマナセとは、もともとは兄弟（ヨセフの息子たち）であるが、北部諸部族の中では勢力の強い両者であり、親近感とライバル意識が混ざり合っていたと思われる。そういう部族だからこそ、ギデオンはエフライムに参戦を願うこともできたのだろう。地域的に近かったこともある。すでに圧倒されていた敵だから、エフライムの攻撃の前にあっけなく崩れ去っている。ギデオンはこのあたりも戦略に長じていたと言える。士師記に出てくるさばきつかさの中でも最も戦いの能力があると言えそうだ。
 
 
士師記　8:1-3
　人間は、こうも争い好きで愚かなのだろうかと思わせられる場面だ。せっかく勝利したのにエフライムは腹を立てている。ギデオンがリーダーであることがおもしろくないのだ。今まで何も動こうとしなかったのに、である。ギデオンは言葉もたくみで、懐柔策にも能力があったようだ。同胞であるエフライムに対しては穏やかに対処して自分は先を急いでいる。事はまだ終わっていなかったからだ。彼の資質の高さを思わせられることがたくさん出てくるが、そのことと、後に出てくる彼の姿との課題が、また、人の姿の暗黒を思わせられもする。
 
 
士師記　8:4-9
　スコテとペヌエルはヨルダン川の東、ガド部族の領地にある町だ。だが、当時のイスラエルはもはや一つの集団とは言いがたく、それぞれの都合でどっちに付くかを決めていたようだ。これは他の部族でも同じで、同じイスラエルだから協力する、という期待はしにくい様子だ。ミデヤンが確実に撃退されたという保証がなければ、早計にギデオンを応援すれば、後で自分たちがひどい目に遭わされる危険もある。二つの町の対応は、常識的に見れば批判はしにくい。もっとも、ギデオンを神に選ばれた人と認めて、苦境に陥ったとしても支援すると覚悟するという選択肢もあったのだが。けれど、ギデオンとしてはそれは認めがたいことだったようだ。こんなに頑張っているのだから当然に支援してもらえるはず、という意識が感じられる。彼の要求が神の前での一致などから出てきているわけではないことは、その後の行動からもうかがえる。
 
 
士師記　8:10-12
　1万5千という人数はそこそこのものだが、すでに1/10になっていたという点が、事情を明白に示している。もはやミデヤン軍には抵抗できる力はなかった。ただし、追っているのは4節からすれば相変わらず300人。神の守りと助けがあってこその勝利であることもまた明白である。ギデオンの姿は必ずしも十分ではないところが多々ある。彼の姿勢は現代のクリスチャン感覚からすると眉をひそめたくなることも多々ある。でも、そういう場合ですら神は助けを与えてくださっているということが、後々の人々にとっては希望と勇気のしるしとなったのだと言えそうだ。人は十分に正しくなることはできないものなのだから。
 
 
士師記　8:13-17
　そこまでやるべきであったのかどうか。これはもはや正義の鉄槌ではなく、腹立ち紛れの報復にすら見えるものだ。旧約聖書には、時折、残酷に思える場面がある。だがそれはあくまでも人の現実を語るもので、神がそれをすべて承認されているとは限らない。ギデオンに関して言えば、当初の様子から、彼がどんどん変質して行っている様子がここには書き記されている。全てが崩れたわけではなく、彼自身は同じ意識で神に従っていたつもりのようですらあるのだが、でも、混迷と闇が広がりつつあるように見える。士師記はそのあたりも含めて、人々の状態を指し示し続けるのだ。
 
 
士師記　8:18-21
　18-19節の出来事は聖書には見られないが、この話からすると、以前、ギデオンの兄弟がミデヤンとの戦いで戦死していたようだ。ギデオンの一家はこれまでもイスラエルのために戦い続け、犠牲を出し、それゆえにギデオンは6章の時点で意気消沈していたのかもしれない。とすれば、彼は立つべくして立った人、とも言えそうだ。彼がこの後、イスラエルから王になってくれと求められるのも分かる。はるか後に、ユダヤはそうやって戦いの中心に居続けた一家を王家としている（マカベヤ戦争の時）。
 
 
士師記　8:20-21
　ギデオンは息子に功績を挙げさせたかったのだろう。だが、まだまだ年若い彼は、敵であっても、その相手を一方的に惨殺する気力はなかったようだ。結局はギデオンが自ら殺したのだが、聖書がこの出来事をどう評価して書いているのかは、今ひとつ、分からない。この長男は後継者になるはずの人だが、後にギデオンの子どもたちは皆殺しにされており、それも彼の資質のためではないから、個人としていくら経験を積んだとしても、それを上回る時代の流れ、あるいは神の心というものがあることを、ただ、聖書を読み進める者としては考えさせられる。聖書は、人の世の現実を語り、勝つ、その限界性をも語る。
 
 
士師記　8:22-28
　後にサムエルの時に明確に問われるが、イスラエルを導くのは神ご自身であり、だから王は立てなくてもいい、というのが基本の理解だった。ギデオンはそのことを意識しているようだが、民は全く考えもなく、自分たちの安全にとって便利だという感覚で、王を立てようとしている。このあたりも、神から離れて行っている民の状態がうかがい知れる。
 
 
士師記　8:27-28
　ギデオン自身は偶像礼拝的意図はなかっただろう。彼にとっては単なる記念品。だが、そうやって人の功績が人の手で称賛されすぎていくと、事態は悪化する。そういう称賛自体が悪いのではないが、人は簡単に崩れてしまうのだ。「淫行」と書いてあるが、性的不道徳の類（神殿娼婦のような）の意味ではなくて、個人崇拝的な動きを指すのではないかと思う。
 
 
士師記　8:29-32
　一夫多妻は旧約にはしばしば出てくる。当時の社会がそのことを全く問題視していなかったことの現れであり、律法も預言者もその点をとがめることはしていない。だが、ここにもあるように、そういう状態は常にと言えるほどに問題を引き起こしている。ギデオンの場合にも息子たちの間の争いが迫っているのだ。禁じられていなければ何をしてもいい、というものではない。何が良いことで、何が価値あることかを、よくよく見定めていく必要があるのだ。
 
 
士師記　8:33-35
　再び、同じことが繰り返されてしまっている。神の立ててくれた救世主がいる間は、人々は神に戻ったような様子が見られるのだが、彼が死ぬとすぐに、民は神から離れていく。彼らが何も悔い改めておらず、神のもとに生きる信仰をも持ち合わせておらず、ただ、目の前の助けを願う者でしかないからだ。そのことを考えると、そんな人々のために神は何度も助けを与えておられることが、なおさら深く思わせられる。今日はクリスマスだが、御子はまさにそんな者たちのためにおいでくださったのだ。
 
 
士師記　9:1-6
　人は物事の本質をずらして、その余波を重視する傾向がある。ギデオンは偉大であったにしても、それが彼の一族、子どもたちをイスラエルが重視すべき根拠にはなりえない。だが、アビメレクの行動は明らかに父親の威光を前提としつつ、かつ、それを兄弟のうちで独占しようという、もともとからして間違った発想によるものだ。と共に、それに乗っかっていく人々もまた、自分たちの利用しやすい相手と見たか。この後に書かれているアビメレクの崩壊は当然の帰結であり、彼自身の責任であるが、この頃のイスラエルが陥っていた混迷の深さを示す、悲しい事例でもある。
 
 
士師記　9:7-21
　ヨタムの行動は、兄弟を殺されたことへの恨みから出たものだろう。人々が間違った者を王にしようとする愚かさの指摘は鋭く、この説はいつの時代にも当てはまるものかもしれない。都合の良さや、その時の人気だけで選んでいくことが自分たちの身に災難を招くことは、よくよく心しておかねばならない。と同時に、それを引き受けていくアビメレクの課題も指摘されている。ぶどうやオリーブの話を聞いていると、民の上に立つとは、そういう権力や地位を望むからではなく、ただ神に仕え、御心を行っていくことを望み、たまたまその具体化の中でそういう立場が必要である時、という認識の必要性を考えさせられる。ヨタムは状況に何も影響は与えていないが、その言葉は重くこの世界全体に問いかけている。
 
 
士師記　9:22-25
　御心を真剣に求めたのではない関係は、結局は破綻する。「わざわいの霊」を送ったと書いてあるが、摩訶不思議な体験をしたわけではなくて、人々としては心にアビメレクへの邪心がわき起こってきたというくらいの感覚なのだろう。ともかく、一時的には安定していたはずの地域が混乱している。そうでなくても人間の世界は多くの問題が起こり、困難は絶えないのだ。それなのに出発点からして間違っているのだとしたら、それが真に良きものを生み出していくことなど期待できるはずがないと、この社会は厳に知るべきなのだとも思う。
 
 
士師記　9:26-29
　アビメレクが支配したのはシェケムを中心とした地域で、イスラエル全部族ではない。この時代のイスラエルは、モーセやヨシュアの時のような全体性を忘れて、自分たちの身近なことだけに捕らわれていたのだ。だから、その権力ハー基盤もまた浅いものにすぎず、ガアルのような流れ者の一団が簡単に受け入れられたりもする。西部劇か何かにはよく見るような話が続いていくが、主なる神を信じ従っているはずの神の民イスラエルの特性は、何一つ、見出すことのできない描写が続いていく。士師記の時代の暗黒はどんどん深まっている。
 
 
士師記　9:30-40
　ガアルの底の浅さ、ひ弱さが露呈する光景だ。威勢の良いことを口走ったけれど、実体が何もない。アビメレクも正統な土台を持っていないが、対抗しようとする者も何も持ち合わせていない。たとえ孤立無援でも、神の導きによって王となり、力強く立っていこうとするのならば、話は大きく変わるだろう。預言者たちは、彼らは権力を目指したわけではないけれど、たった一人でも、世に大きく働きかけていった。だが、ガアルのような姿では何も動くはずもなく、単に瓦解していくだけであった。真に価値あるものとは何か、よくよく尋ね求めたいものだ。
 
 
士師記　9:41-57
　ゼブルはアビメレクに対抗することの愚を悟り、シェケムの町を守るために裏で連絡を取ったはずだ。でも、アビメレクは結局のところシェケムを徹底的に攻撃した。もはやここには、何が真実かという観点はなく、神の御心を尋ね求める可能性など皆無で、人々はただ自分の思いのままに振る舞っているだけだ。箴言29:18にあるように、底には滅亡があるのみである。イスラエルは敵からの攻撃どころか、自滅の道をたどり始めていた。ただそこに士師記は、アビメレクやシェケムの瓦解を語り、悪を生きることへの神からの報いを指し示している。だが、もしも神との関係が、悪に対する刑罰だけになってしまうとしたら、これほど悲惨なことはない。民自身が選んだ姿なのだけれど。
 
 
士師記　10:1-5
　トラとヤイルはごく簡単に扱われているだけだ。年数としてはそこそこの長さであるのだが、イスラエル全体を神に立ち返らせるだけのものは、もはや望み得ないという状況か。そのような中で、自らのできることを黙々とこなした彼らの存在は（物静かであったかどうかは定かではないが）、混迷する世界の中で神を慕う者がどのように生きるべきかを考える際に、価値ある指標の一つと言えそうだ。できないことを戸惑い続けるよりも、自分になしえることを見出して、誠実に行っていくのは必要なことである。
 
 
士師記　10:6-9
　イスラエルが他の神々に寄り頼もうとしたのは、残念なことであるが、いつものこと、繰り返されている出来事である。そして、主なる神を捨てた結果として、主の守りと支えがなくなり（当たり前だが）、それで他民族に香華切れて苦境に陥るという、毎度の事態である。おそらく、こういうのを見ていて、どうして彼らは悟らないのか、といぶかしく思う人もあるはずだ。でも人はそれをする。目の前に提供されている滋養豊かな食事を投げ捨てて、ゴミ箱から野菜の芯を拾ってかじるようなことをする。その愚かさをどこまでも悟らないという現実を、聖書は強く語り聞かせてくれている。
 
 
士師記　10:10-16
　この箇所を読んで、人は焦るべきであろう。助けを求めた民に対して、神は「否」と応じられたのだ。自分たちの好きなように生きればいいではないか、という突き放しは、民の愚かさがどれほど深刻であるかを指し示す結果となっている。民の示した悔い改めは、本当の変革とは言えないものであることを、この後の状況を知っている私たちは、そしてむろん神もご存じだ。でも、それですら神は心を動かされて助けの手を伸ばしておられるというところに、まさに神のあわれみの深さというものを痛感する。投げ出すべき者たちなのだ。捨て去るのが正義でもあろう。でも神は投げ出さない。神の思いが何であるかを痛感させられる状況だ。
 
 
士師記　10:17-11:11
　ギルアデのかしら（10:18）とあるから、求められていたのはギルアデ地域のリーダーであり、イスラエル全土を掌握することは念頭にないのだろう。相変わらずイスラエルはバラバラである。これで勝てるはずもなく、まして神から離れていたのだからどうにもならない。エフタ登場に際して、神からのお告げは出てこない。彼はすでに能力が認められていた人であり、人間的な視点での選択と言える。後の様子を見ると彼には確かに才能があったようであるが、でも、このようにして神からの距離がどんどん離れていく様子が、士師記は章が進むほどに加速していくように思えるのだ。何とかなることと、それが望ましい状態かどうかは別の話である。
 
 
士師記　11:9-11
　エフタのことで注目されるのは、この箇所にもあるように、しばしば神への言及があることだ。彼らは10:15-16のこともあるのだろうが、神に意図的に逆らっている様子ではないし、尊重しているつもりのようではある。けれど、その行動内容はどうか。そこには神の民とされるのにはあまりにも似つかわしくない光景が見られて、しかもそれが、決して邪悪ではなさそうな人々によって行われている。マタイ7章で、「主よ、主よ」と言っていれば良いのではない、と告げられていることの重みを考えさせられる。彼らに比べ、かつて主なる神を選んだ異邦人たちの心のほうがどれほど真摯であったかとも思うのだ。
 
 
士師記　11:12-28
　エフタの主張は、民数記に書かれているとおりであり、イスラエルはアモン人からではなくエモリ人からそれらの土地を奪ったのである。それ以前にエモリとアモンの間がどうであったとしても、少なくとも今さら（26）イスラエルに対して返せ、という主張は成り立たないし、まして、イスラエルが弱体化しているときに軍勢で圧力をかけておいて、「穏やかに返してくれ」（13）はまっとうな論とは言えない。この論理でアモンが納得したわけではないが、エフタがこういった討論をしていること自体は、彼が有能なリーダーであることを示していると言えるだろう。士師記は彼の資質そのものについては決して否定的ではない。その上で彼の存在をどう考えて行くか、である。
 
 
士師記　11:26-27
　この論理は興味深い。ようするにアモンはイスラエルには勝てないと考えて、こんな無理難題はふっかけてこなかったということだ。それでいて今さらこんなところに権利を持ち出すのはおかしいぞ、と。かつてイスラエルがそのように主張していることを考えると、1900年もの間、主張しなかった土地について、自分たちには権利があるのだと語ることが道理にかなっているのかどうか。現代において、あそこにイスラエルという国が存在する理由は様々に考えることはできるだろうが、エフタの論理からすれば、少なくともかつてそこが彼らの土地だったから、というだけでは足りないかもしれない。アモンだって、ロトの子孫としてイスラエルがその土地を奪うことは神から禁じられた相手であったのだから。などということを考えていれば、神の定めの基本論理は不変であっても、かつて、その時代の状況に基づいてなされた割り振りを他の時代にも適用しようとするのは無茶というものではないか、というあたりも見えてくるはずだ。
 
 
士師記　11:29-40
　主の霊が、というところを、神のもとに完全に立っていた、というふうには考えないにしても（初期イスラエルでは一般的な程度の状態をこういう表現で語る場合もある）、エフタが神に従って勇猛に戦おうとしていたのは明らかだ。でもそういうエフタのした誓約は全く必要のないもので、そして、とんでもない事態を招いた。彼の手にした勝利の喜びは消し飛んでしまうものだったのだ。愚かな誓約などしてはならない。神の助けを請い願いつつのもの限定である。信仰の決意も、結婚の誓約も。イエスの言葉を思い起こす（マタイ5:33-37）。
 
 
士師記　11:36-40
　エフタが意図したことではないとしても、これは主が最も嫌うモレク神への礼拝（我が子をモレクに捧げて火で焼く）に類似するものとなった。それゆえ、39節は生涯独身で過ごしたことだと説明する場合もあるが、人々の受け止め方からして、やはり、その行為がなされたのだろう。決してあってはならないことを、神の名によってなしている。エフタは勇士だったが、イスラエルの信仰状態はそんなにも落ち込んでいたのだと嘆かせられる事態である。
 
 
士師記　12:1-7
　エフライム族の態度はひどい。こういう内部対立が繰り返されているのも士師記の特徴で、イスラエルの瓦解が感じられる。サウルの時代に再統一されたのだとの理解も分かる。ただ、エフタの反撃はひどすぎる。なまりを利用するのも醜い。娘の事態に激情したか、彼にはもはや、イスラエルのリーダーたる資質は見いだせない。彼の活躍はたった6年、10章前半の人々は20年以上なのに。娘を犠牲にして（自らの過ちによるものだが）たったの6年である。
 
 
士師記　12:8-15
　三人の指導者が短く紹介されている。それぞれの地域で小規模に活躍したということであろう。小粒の存在は出てきていたけれども、もはやイスラエル全体を掌握するものは存在し得ていないということでもある。それでもなお、神は目の前の人々の必要に応じて助けを与えてくださっていることにもなる。それが真の解決ではないことを承知しつつも、それでもなお、であるのだ。こういうあり方もまた、神の深いあわれみのなさることであるのを痛感する。
 
 
士師記　13:1-7
　士師たちの最後に登場するのは、最も有名であろう人物だ。彼はまさに豪傑であるが、しかしそこには、神に従う者としての姿がほとんど見ることができない。士師記に記されているイスラエルの姿を象徴するような人物である。彼の誕生には神の介入があり、子どもの生まれない夫婦に子どもが授かるという、神によって選ばれた人の登場によく見られる経緯が記されている。この場合、両親に関しては格別に信仰的だったというようなことはなく、ごく平凡な人々の中に、神の御手によって助けが用意されていく様子が表されている。これはまさに、神ご自身による助けなのだ。
 
 
士師記　13:8-14
　夫のマノアは、妻の聞いたという言葉に関心を抱きつつも、信頼しきれなかったようである。それが妻に対する信頼の低さか、それとも自分で確かめなければ認めないという姿勢だったのか、どちらなのかは判別しにくいが、天使の言葉にははっきりと、すでに妻に告げたとおりのことがすべてだ、という趣旨が表されている。必ずしも自分が直接、ではなくても、主の呼びかけとして受け止めて従うべきことはあるのだ。
 
 
士師記　13:4-5
　生まれてくる子は、特別な役割を担うのだということがはっきり示されている。ただ、それは後に見るように髪の毛を切らないことだけが重要なのではなく、そういった所作の中に、神にあって立つ者という信仰姿勢が問われるものであったのだが、あいにくとサムソンはそういう生き方には進まなかった。髪の毛は切らなかったが、酒とか汚れたものは食していくのだから。彼の活躍は、まったくもっと神のあわれみ（苦しむイスラエルの民への）であったことを思う。
 
 
士師記　13:15-20
　16節に、主の使いであることを知らなかったとあり、マノアはどこかのまじない師か何かだと思っていたということか。聖書を読んでいる私たちは、こういう場合にはまず神ご自身の関与を思い浮かべるのだが、神の民であるイスラエルは、そういう感覚すら失われていたということになる。相手が人間だと思っていたと理解すれば、マノアの言動も大いに納得である。そしてだから、正体を知った時の驚愕は激しいものだったのだ。
 
 
士師記　13:21-23
　神を見る、あるいは天使を見ると死んでしまう、という概念は時々出てくる。神はそんなことは言っていないのだが、その神々しさに圧倒されるための思いである。だが、神がご自分の存在を示してこられるのは、人々に何かの祝福を与えようとなさっている時であり、それでいて生命を奪うはずもない。妻の言葉はごく常識であるのだが、でもそれがわからなくなってしまうほどに、人間は神から遠く離れ、神への信頼も失われていたのである。これはマノアだけのことではなく、人類全体にも見られる神への恐怖心ではないか。
 
 
士師記　13:24-25
　神の約束通り、この夫婦に男の子が生まれた。サムソンというのは、太陽の人とか、強さを表す意味合いとされる。聖書の中でも最も驚異的な能力を与えられていたサムソンが、いよいよ動き出す。それは、通常の取り組みではもはやイスラエルは支えられないということか。民の中には、神への信仰に基づいた一致からくる力は期待できず、サムソン一人に頼らざるを得なかったのだ。でも、こういう特異性はしばしば危うい。そしてサムソンは、彼に与えられた資質を支えきれるだけの強い信仰、神と共に生きることへの執着を持ちきれずに崩れていった。
 
 
士師記　14:1-4
　サムソンがペリシテ女性に恋をしたことは、4節によれば神が出たことだとある。厳密に言えば、神が意図的にサムソンをそのように導いたわけではなく、彼自身の思いにすぎない。むろん、サムソンが両親の反対に思いとどまれば、それはそれで良い。だが、彼が突き進むならば、それで神の計画（サムソンを用いてイスラエルを救うという）がだめになるのではなく、それすらも用いていかれるのだ。それにしても、神の人として活躍するはずのサムソンが、最初からこの状態であるのは、当時のイスラエルが信仰生活の基本的な姿勢をほとんど意識していなかったということだろう。彼だけが特に邪悪であったわけではないのだから。
 
 
士師記　14:5-9
　サムソンの驚異的な力が発揮されていく。彼自身、すでにその兆候は察知していたのだろうが、具体的な出来事はこれが初めてという様子だ。でも一方で彼は、獅子の死体に巣くっていた蜜蜂の蜜を食べている。死んだ動物は汚れているという律法の教えは全く考慮されていない。13:14で「汚れた物は食べてはならない」と命じられていたのに。豪傑ではあるが、彼は神の教えに関心を持つことはなかったのでもある。でも、このことからも、13章の規定を守るかどうかが彼の力を左右していたわけではないことは明らかだ。それは後に髪の毛を切ることにも関わってくる。
 
 
士師記　14:10-14
　当時はペリシテがイスラエルを支配していたのだが、こういう結婚が認められたように、差別の類とは違った模様だ。この祝宴も、ごく一般的な雰囲気が感じられるし、サムソンの謎かけも、余興の一つというくらいのつもりであったのだろう。答えられない人々を笑って、ついでに晴れ着を手に入れてやろうという、少々下卑た行動である。衣服は貴重なものであったのだ。でも、事はそういうサムソンの思惑だけでは済まず、ペリシテとの激しい衝突へと進んでいく。でもそれはこれまでの士師たちの活躍とは全く違う、ただの私闘に過ぎない。それもまた、イスラエルの状態を指し示す有り様だ。
 
 
士師記　14:15-20
　ペリシテ側の脅しも醜いものだが、妻の言葉が何を意味しているのかに気づかないサムソンもまた、愚かな話である。自分が愚にもつかない謎かけを持ち出したのが悪かったのだと気がついてもよさそうなのに、彼にはそういう理解は見られない。だから、結局彼は暴発するだけになってしまっている。サムソンの行動には、信仰的な意識が全く見いだせない。ただの乱暴にすぎない。それがイスラエルとペリシテの関係において意味を持つとしても、彼自身の生き様としては全く肯定できるものがないのだ。彼がどんどん自らを壊していく姿は、あまりにも悲しい。
 
 
士師記　15:1-8
　妻の父親の行動は、当時としてはさほど違和感もないようだ。よりを戻せると思っているサムソンのほうが単純である。その単純さが、あるいは爽快な印象を与えるのかもしれないが。でも彼はまた腹立ち紛れに行動する。ペリシテ側の仕打ちはもちろん容認できるものではない。ただ、そういうふうになっていくのが、サムソン自身の言動から始まっていることに、彼は全く後悔の念がない。彼は自分に与えられている力を使って、自分の思うままに行動しているだけだ。神に選ばれた士師の気配がいっこうに出てこない。士師記は批判的な表現はしていない。でも、そこに記されている姿と、それ以前の士師たちとを比べれば、その意味合いは明らかである。
 
 
士師記　15:9-13
　サムソンはイスラエルの人々にも認められてはいなかった。厄介者、というだけである。だから、面倒な者はペリシテに渡してしまった方がいい、ということだ。士師として民を救い出してくれる人、という期待感は何もない。サムソン自身もそういう自覚がないのだから、どうにもならないのだけれど。幸いにも、イスラエルとサムソンとは真っ向からぶつからなかったので（そこはさすがに良識が働いたか－神の人をどうこういうものではないが）、事はサムソンとペリシテとの対決ということだけで済んではいる。
 
 
士師記　15:14-20
　サムソンの圧倒的な力が発揮されている。むろん神の与えた力だ。でも、イスラエルのために発揮されたのではなくて、彼自身の戦いのため、ではある。渇きに苦しめられて神に叫んでいるが、そういうふうに神の存在を意識していることは、当時としてはごく自然なことだ。近代のように、神など想像の産物だ、みたいな意識はありえないのだから。彼の呼び声に信仰的意味を見る必要はない。ただ、それでも神は彼を顧みておられて、ちゃんと水を与えておられる。こういう部類の助けは、その人の姿勢に関わらず、結構与えられるものなのだ。神に忠実でないと助けは皆無、というわけではない。神はもっと気前の良いお方なのだ。
 
 
士師記　15:20
　20年さばいた、とあるが、ちゃんと統治した様子はない。イスラエルの民は、必要な時にはサムソンの力を頼ったかもしれないが、社会を政治的にあるい信仰的に建て直したわけではない。ただ、驚異的なサムソンの存在は、ペリシテがイスラエルを圧迫する手を控えさせただろうことは理解できる。勝てそうにない者が相手側にいる以上は、ペリシテとしても諦めるしかないのだ。番犬か、用心棒がいて手出しができないようなものだ。こんなものが神の意図されたイスラエルの指導者ではない。でも、このくらいしかできないほどに、イスラエル自身の状態が瓦解していたということである。
 
 
士師記　16:1-3
　サムソンの強さを示す出来事だが、何とも情けない話でもある。そこにはイスラエルのために戦うというような要素はかけらもなく、ただ、サムソンが自らの欲望のままに不用心な行動を取り（ガザは敵国である）、それで危ない目に遭ったというだけの話だ。こういうあたりからも、サムソンがイスラエルを指導していたとは思えない。彼はただ、自分の力を好き勝手に使っていただけである。ただ、そんなサムソンの存在を、この時代においては対ペリシテの防波堤的に神が用いておられたのでもあるが。
 
 
士師記　16:4-14
　ついにデリラが登場する。サムソンが心底惚れ込んだ相手である。ただ、彼女のほうはペリシテの領主たちに金銭で誘い込まれているようなものだから、本気であったとは思えない。一連の出来事からも、サムソンはデリラがペリシテに通じていることは察知していたはずだ。それなのに彼はデリラと縁を切ろうともせず、ただ、好き勝手に生きているだけだ。見方によっては、それを恋に生きたみたいに言うこともできるかもしれないが、だとしたら彼はあのような力を行使する資格はない。そういう特権を放棄した上で初めて、そういう言い分は始めせられる。これはデリラよりも、サムソン自身のあり方が問われている出来事だ。
 
 
士師記　16:15-17
　これまでデリラに真実を言わなかったあたりには、サムソンが自分に与えられていた力の価値をそれなりに考えていたことが示されているとは思う。もっとも、神から与えられた大切なものというよりは、特権的な状態を手放したくない、という部類のようだが。何しろ彼は、その力を真に神のため、民のために使った場面がこれまで一つも記録されていないのだから。それゆえに今、デリラへの思いが勝って、秘密を明かすということになってしまっている。もし、その力の真の意義をわかっていたら、こうはならなかっただろうが。
 
 
士師記　16:17
　サムソンは誤解している。髪の毛を剃るかどうかが問題ではない。この力は神が与えてくださったもので、その神の側に立つかどうかが鍵なのだ。髪の毛はその信仰の象徴のようなもので、だからすでにナジル人としてのあり方をいくつも投げ捨てていたサムソンは、ただ神のあわれみのゆえにこの力を発揮できていたに過ぎない。今ここで彼は、神との最後の絆をも捨て去ったということなのだ。そのあたりを誤解していると、神が共にいて下さる、ということの意味がわからなくなってしまうだろう。
 
 
士師記　16:18-22
　サムソンは神を完全に捨てた。だから、彼の力は失われた。それがまったくもって神ご自身によるものだったことが、悲しい事態の中で明らかになっている。20節のサムソンの姿は涙が出てくる。彼は結局、神によって生かされていることも、自分の使命も何も悟らずに、士師という立場にいたのだ。彼の快活さや超人的活躍に好感を抱く人も多いのだけれど、そうであるからこそなおさら、神を知らずにいる彼の姿は悲しすぎる。
 
 
士師記　16:23-31
　髪が伸びたから力が戻ったのではない。彼が神に願い求めたから、再び力が与えられたのだ。でも、その結末はとても悲しいものだ。ここでペリシテ人をたくさん倒しても、それで何かが変わるわけではない。イスラエルが解放されるわけでもない。それは彼の言葉通り、彼自身の復讐でしかない。力が戻されたのはサムソン自身のため、彼が最期に自分の尊厳を取り戻すためである。本来は、こんなふうにして死ぬためではなく、民を守り支えるためにこそ与えられた力だったのに、彼は何もできなかった、しなかったのだ。
 
 
士師記　16:31
　サムソンは、士師記に登場するさばきつかさの最後の人物だ。でもその姿はもはや、神によって立てられた救世主的な意味合いは皆無に近い。次々と出てくるさばきつかさたちだったが、残念ながらその資質はどんどん神から遊離していった。サムソンの姿は、彼だけでなく、イスラエルの民全体のあり方を示すものなのだ。そして、サムエルが登場するまで、イスラエルには良き指導者は出てこなくなる。暗黒の時代であり、だからこそ、士師記の残りの部分のような事態になる。
 
 
士師記　17:1-6
　ここからは、さばきつかさと呼ばれるような人は出てこない。士師記なのに、である。イスラエルが混乱していたことを示す深刻な出来事が語られるのみだ。そして、十二部族の一つが消滅しかけた出来事が記録される。民の状態は徹底的に墜ちてしまい、もはや、立ち直る道筋を見いだせないほどである。神を忘れた神の民は、一時的な助け（登場してきたさばきつかさはそのレベルの救援者）だけではどうにもならないのだ。もっとも、後の南北王国の時代はこれと大差ないことも多く、人々は歴史から何も悟らなかったのだとも言える。6節は士師記全体の混迷を示す重要な言葉だ。神ではなく自分の思うように生きるところに、すべての崩壊は始まる。
 
 
士師記　17:1-6
　状況からして奇妙である。彼は神の宮を持っていた。富裕層が自分の宮を持つのは諸宗教ではよくあることだが、モーセの律法が定めるのは民全体としての会見の幕屋であり、各自それぞれに好きなように、ではない。それに、祭司はアロンの子孫限定であって、勝手に我が子を祭司にして良い話ではない。このあたりからすると、それははたして主なる神を礼拝する場所だったのかどうかも疑問だ。少なくとも、本来の意味である、神との会見の場、という趣旨はない。息子のミカが告白したので母は満足のようだけれど、それは解決どころか、さらなる混迷の始まりに過ぎなかった。
 
 
士師記　17:7-13
　レビ人が様々な地で人々に仕える役目を持っていたのは事実だが、彼の担当はユダ部族のはず。飽き足らずに出かけてしまったのもどうかとは思う。それに、個人の宮の祭司になることなど想定されていない。レビ人は礼拝儀式に精通していたけれど、その使命は祭司とは異なる。専門的知識を持っているからといって、それで認められる人事ではない。でも、何の問題もなく人々はそれを受け止め、また、神の祝福だと思い込んでいる。まことの神の指し示すところから離れてしまうと、何が真に意義あるものかもわからなくなってしまうのだ。
 
 
士師記　18:1-6
　1節に再び、イスラエルが混迷していたことが、王がない、と記されている。王国時代前、ということを指し示すだけではないだろう。もともとイスラエルの王は神ご自身である。それを見失っていた時代ということでもある。ダン部族は中南部にそこそこの広さが割り当てられていたのだが、ペリシテに隣接する地域で、それを確保しきれなかったのだろう。それで、もっと楽に取れる場所を求めていたようだ。神が与えてくださるものをちゃんと受け取らずに、それでいて不足を語り、別のものを手に入れようとする。こういう取り組みは事態をますます混迷させるだけである。
 
 
士師記　18:7-13
　ダン部族の動きが記されている。偵察隊の言い回しは、まるで預言者が語っている時のような雰囲気があるが、そこにあるのは、単に自分たちの都合である。ダンは強い相手のいるもともとの割り当て地では回避し、弱い相手しかいないここなら大丈夫と考えている。ごく一般的理論かもしれない。でも聖書が語るのは、相手が強いか弱いかではなく、神に頼り、神に信頼して、なすべき事をなすという姿勢の必要性である。彼らにはそういう信仰の生き様がない。士師記は彼らのあり方を、「それぞれ自分が正しいと思うことをやっているだけ」と告げるのだ。果たして今の世界は、あるいは教会は、そのような問いかけにちゃんと答えられるのだろうか。
 
 
士師記　18:14-20
　礼拝に使う用具を力で奪い取る。そこに仕えている祭司も金と権力で誘惑して奪い取る（正式な祭司ではないのだけれども）。そんなことが、神の民とされる人々によって、それも一部の者たちではなく部族としての意志によってなされている。世界的には、神々の像も財宝の一つとして見なされ、戦利品として見なされるのが普通かもしれない。それはつまり、神々は人間の手にうちにあるという意識があるからだ。でもイスラエルは、神によってこそ自分たちが造られ、生かされ、立たせていただいていると教えられていたはず。神を否定したわけではないが、彼らの姿の中には、神を畏れ敬う心が、とうてい見いだせないのだ。
 
 
士師記　18:21-26
　ミカとしては我慢のならないことだったのは当然だ。だが、一つの部族が背後に控えている相手になしえることは何もない。すごすご退散するしかなかった。世界のどこにでもあるような出来事である。ただ、これが神の民と呼ばれ、神の命令に基づいて領土を手にしていこうとしているはずの部族の姿だとなると、呆然とさせられる。もはや彼らが神の名を口にしていないことがせめてものこと、と言わざるをえないとは。でも、これが人間の現実であり、聖書はその実態をありのままに語るのだ。
 
 
士師記　18:27-31
　同じイスラエルの人に対して情け容赦のない行動を取ったダン部族は、異民族の町ライシュに対してはなおさらのこと、とでも言おうか。「平穏で安心しきっている民」を打ち負かして、領土を獲得している。残念なことに、後々までこういうやり方を肯定する風潮がキリスト教世界にもあるのだが、モーセ以来のイスラエルの戦いについて詳細に見ていくならば、これが神の意志とは全く別の種類のものであることを知り得るはずだ。民は、ただ自分たちの欲求のままに行動している。ヤコブ4章の言葉を思い出させられる。
 
 
士師記　18:30
　この記載によれば、ミカのもとにいた「祭司」は、モーセの子孫ということになる。そう聞くと、彼には権威があるようにも見えるが、とんでもない、祭司はアロンの子孫のみというのが神の定めである。たとえモーセの子孫でも、レビ人としての資格はありえても、祭司としての資格はない。モーセの名前を出してきて、ダン部族としては自分たちの正統性を語ろうとしたのだろうが、神の定めからすれば何の意味もないことである。でも、人はしばしばこういうふうにして、自分のしていることを肯定しようとする。「補囚の日まで」とあることからすれば、ダン部族はずっと異質なものを抱え込み続けていたということになるだろう。
 
 
士師記　19:1-9
　聖書の中でも最も忌まわしい事件が記録されている。詳細に記されているが、それほどにイスラエルの民にとっても衝撃であったのだろう。再び、「王がなかった時代」という言葉が出てきていて、民がそれぞれ自分の思うとおりに行動していたことが指し示されている。箴言29:18にあるように、神に聞き従うことがなければ、民は滅んでいくのだ。
 
 
士師記　19:1-9
　どうということもない出来事が記されている。信仰的な話でも何でもない、ただの痴話喧嘩である。そばめを持つことの善し悪しは、この時代には取りざたされていない。ともかく、娘の父は復縁を喜んでいるのだから、その夫もさほど悪い人ではないようだ。追いかけてきたのでもあるし、まあ、惚れていたのだろう。そういう、ごく平凡な人々の話である。だがそこに激しい事態が襲いかかる。人の罪は、この世の悪は、そういうふうにして事態を激しく悪化させるのだ。
 
 
士師記　19:10-15
　彼らは、エルサレムで宿を取りたくなかった。当時のエルサレムはエブス人の町だったからだ。まあ、旅人が泊まるのに差し障りはなかっただろうが、彼らはより良い宿泊地として同胞イスラエルの町を望んだのである。ギブアはエルサレムにも近い、ベニヤミン部族の町だ。この判断には何ら問題はなかったはずだ。旅人をもてなすのは、イスラエルの民に与えられていた責務でもあった。でも、ギブアの町で彼らのために宿を提供してくれる人は誰もいなかった。すでにここで、この町の異様さが現れている。
 
 
士師記　19:16-21
　同じエフライム部族という親近感からか、彼らを迎え入れてくれた人がいた。ホッとしただろうが、彼はよそ者であって、町全体の雰囲気が異様であることはなおさら顕著になる。それに、野宿はいけないと忠告する老人の言葉もまた、以前からこの町が問題を抱えていることを暗示するものだ。きっと老人の一家は、やむを得ない事情でここに住んでいたものの、細心の注意を払ってトラブルを回避していたのだろう。そんな中で旅人を迎え入れたのは勇気ある行動だが、本来としてはこれは神の民としてのごく基本的な姿勢であったことを思い出したい。
 
 
士師記　19:22-26
　事件は夜になって起こった。居心地良いもてなしを楽しんでいた一行は、町の良くない者たちに襲われたのだ。当初、彼らの要求は旅人自身を引き渡せというものだったから、つまりは男色を求めたということである。創世記19章のソドムの出来事を思い出す。むろんそれは単なるゆがんだ欲望に過ぎず、だから彼らは代わりに差し出されたそばめを陵辱した。暖かく迎え入れるべき旅人を欲望のはけ口にしようという行為は、何ら正当化の余地がないものだ。それが神の民と呼ばれている人々の、街の中で行われたことに、士師記自体もまた愕然としているのである。
 
 
士師記　19:23-24
　町の者たちの悪は言うまでもないが、老人の対応もまた異様である。旅人を守るためとは言え、娘やそばめを人身御供に差し出すというのはあり得ない。現代でも紛争地でこの類の暴行が行われているけれど、たいがいそれは、男たちが殺された後でのことのようだ。でもここでは、我が身を守るために娘たちを差し出すと言う。老人もまたこの町に住んでいて、その感覚がおかしくなっていたのだろうか。でも、士師記が語るのはこの町だけの異様さではなく、当時のイスラエル全体を覆っていた闇の深さである。
 
 
士師記　19:25-30
　旅人がイスラエル全体に事の次第を訴えたのはわかるが、でも、彼自身もまたそばめを見捨てたのである。苦労して迎えに行ったはずの大事な相手を、である。それに、助けを求めて戸口まで戻ってきていた彼女を、彼は朝まで放っておいた。出立の用意をして出てきたらそこに倒れていた、という様子だから、彼女のことはすでに諦めていた様子ですらある。異様である。こんなことは神の指し示された社会にはあり得ないことのはずだ。律法は事細かな規定を持っていたが、そこから見えてくる社会はもっと人に対して優しく、互いを思いやるもののはずだったのに。彼は被害者であるけれど、彼もまた責めを受けるべき人である。
 
 
士師記　19:30-20:3
　旅人はイスラエル全部族に遺体を送りつけたので、その衝撃は相当のものだった。それで各部族の代表が集まったようである。ミツパはギブアにも近いベニヤミン族の町。この件を対処する前線基地のように用いられた。それが由来となって、後々、サムエルも拠点としたようだ。2節によればすでに軍隊も動かしていたようで、事と次第によってはギブア殲滅が想定されていたことが分かる。ここまでの士師記では、全イスラエルが立ち上がるような場面はまずなかった。外敵による存亡の危機は何度もあったのに、である。犯された罪への驚愕というイスラエルの良心の現れと見ることができれば良いのだが、その後の推移はとうてい神の前に立つ民の様子とは言い難いものがある。イスラエルの状態は決して邪悪ではなかったのだろう。でも、神からは離れている。人間世界ではよくある状況でもある。
 
 
士師記　20:3-11
　すでに述べたように、あの旅人の答弁はまやかしが含まれている。そばめが暴行を受けたのは、彼自身が差し出したからである。だが、そういうことはおくびにも出さず、ギブアを責めている。ギブアのしたことは徹底的に悪い。ただ、それとは別に、この人自身のあり方についても問われるべきではないのかと考えさせられる状況だ。イスラエル全部族がここまで激しく憤ったのは、事件そのものよりも、一つの町がそれに加担していると見られたからだろう。残念ながら暴行も男色も、律法にも出てくるように、当時の社会には存在した。これが初めての事件ではあるまい。民はそういう行為が当たり前のように容認されている状況に驚愕したのだ。
 
 
士師記　20:12-16
　全イスラエルは冷静な対処を意図したようで、ベニヤミン部族自身による加害者の処罰がなされれば打開の道はあると考えている。それはまずまず人間の判断としては全うだ。けれど、ベニヤミン族はこれに反発し、悪を行った身内をかくまうためにイスラエル全体と戦うことを選び取ってしまった。ベニヤミンには精鋭がいたので、当座は撃退できると考えたのだろう。戦意を失わせれば事は済むと思っていたのかもしれない。創世記49章でヤコブはベニヤミンを好戦的と語ったが、もともとこの部族はそういう性質があったのかもしれない。
 
 
士師記　20:17-28
　ここには、イスラエルの民が久々に神の前に出て、その御心を尋ね求めている姿が記されている。士師記はこの時代を総括して、「めいめいが自分の目に正しいと見えることを行っていた」と語るのだが、ぎりぎりの状態の中で、人々はようやく、自分たちがもといた立ち位置を思い出したということか。もっとも、主への言及があってもなお、それで事態が改善されたとは言えないということは、士師記がこれまでも告げてきたことである。思えば、新約時代のユダヤは神のみを礼拝し、神を求める声を上げ続けていたけれど、でも、その信仰の有り様は間違っているとキリストは指摘なさっていた。神の名が出てくれば済むのではなく、真実に神にあって生きようとしているのかどうかが問われる。この時代のイスラエルはそうではなかったことが、この後の姿からも明らかになる。
 
 
士師記　20:28
　今のベニヤミンをそのままにしておくわけにはいかないことは、神ご自身としても厳しく考えておられたことのようだ。18,23,28節と神は繰り返しそのことを告げている。だが、結論は神の計画と同じでも、そこに向かう心も同じだとは限らない。そのことを指し示すかのようにイスラエルは負け続けるのだが、でもんれらは根本的な課題には気づいていない様子だ。民の思いはこの戦いにしか向けられず、ベニヤミンの悪にしか思い至っていない。ベニヤミンを放置するわけにはいかないので最後の戦いは勝っているが、それはイスラエルを肯定するしるしではないことを、彼らは気づくべきであったのだが。人はどうも、自分たちの思う結果が実現すると、自分は神に認められているというふうに考えがちである。事はそんなに単純ではない。
 
 
士師記　20:29-35
　伏兵を置くのはよくある戦術で、神への不信などではない。ただ、彼らが精一杯戦っていることもまた、神への忠節を示しているわけではない。ともかく、今度こそ負けられないという覚悟で全イスラエルは戦っており、たかが一部族、というような侮りはもはやない。そのような悲壮な覚悟が、この戦いを絶滅を意図するほどのものにしたのだとも言えるだろう。もはや同胞だからという余裕がなかったのだ。戦いの仕方としては正しいのだろう。でもそれが御心にかなう戦いであったのかどうか。旧約は明らかに、神の意図する戦いと、それ以外の戦いとに違った取り扱い方をしている。民は神を後ろ盾にしてはいたけれど、神の戦いを戦っていたとは言えない。
 
 
士師記　20:36-48
　それで、戦いの結果は凄惨なものになった。ベニヤミン部族は徹底的に倒されてしまった。彼らだってもともとは、自分たちの人数が少ないことからしても、初戦に勝って和睦のつもりだったろう。でも事態はそれを許さず、彼らも慢心し、そして部族が消え去るところまでたたきつぶされてしまった。全イスラエルは、自分たちの同胞である部族を地上からあやうく消し去ってしまうところまで追い詰めてしまったのだ。戦いだから仕方がない、という説明はできるのかもしれない。でも、だとしたら戦うことは、理性的なものなどはあり得ず、まさに人類を滅ぼし尽くすほどのものでありえるということだ。士師記は明らかに、この事態を異様なものとして語っている。
 
 
士師記　21:1-4
　戦いが落ち着いた時、ベニヤミン部族の大半が殺されて、残りがわずかになってしまっていた。20:47からすると600人の男たちしか残らなかったようにも見える。聖書がそう断言しているわけではないが、ともかくイスラエルの民はここに来て、やり過ぎたと後悔している。もし、ベニヤミンを絶滅させることが神の命令だったのなら、ここで悔いるのは御心に反する。だがこの場合はむしろ、神の指示ではなく「自分たちの目に正しいと見えること」を行った結果に愕然としているのだろう。いけにえを捧げているが、それは神への戦勝報告ではなく、一連の事態をイスラエル全体の罪として悔い改めているのでもなく、どうしていいかわからなくなっての神頼みだ。そこまで行ってもなお彼らは神の声に聞き従うのではなく自分たちの知恵で対処していこうとしている。
 
 
士師記　21:5-7
　ベニヤミン部族消滅の危機が語られているのは、生き残りがわずかだったこともあるが、残っているのが男だけで、かつ、結婚を認めないとしたためだ。でも7節のような誓いは神の命令ではなく、律法の定めでもなく、ただ彼らの勝手な対処に過ぎない。11章のエフタを思い出す。マタイ5:33-も考えたい。イスラエルは自分たちの考えで自分たち自身を縛ってしまい、そして仲間の部族の消滅を嘆いている。神にこそ聞き従うのでない社会の混乱が痛ましく書き記されている。
 
 
士師記　21:8-15
　ヤベシュ・ギルアデが戦いに参加しなかった理由は何も書かれていない。ベニヤミンに同情したのか、混乱にあきれたのか。イスラエルの論理からすれば、この戦いに参加しない者は民の一員とは認めない、ということになるだろうが、その是非について、彼らは神に伺いを立ててはいない。それに、ヤベシュ・ギルアデ攻撃の動機はベニヤミン消滅を避けるために結婚相手を欲したがゆえで、この町自体への憤慨が始まりとは言えない。だいたい、町を滅ぼして女たちを得るなど、その発想はあまりにもひどく、士師記もまたそういう姿にあきれかえっている様子である。
 
 
士師記　21:16-24
　ヤベシュ・ギルアデからの捕虜では人数が足りなかった。今度は、主を礼拝する場所だったシロで行われる祭に来た娘たちを奪えばいい、とする。祭がそういう機会として使われるのは古今東西にあるけれど、でもそれは神の民としては恥ずべきことであり（たとえば神は神殿娼婦の類を禁じられた）、しかもそれを神ご自身の目の前で行うのだと言う。22節の論理は、もはや弁解ですらない。ようするに、文句を言う奴は黙らせるから、というだけのこと。ベニヤミン部族消滅は免れたが、その手段はあまりにもひどすぎた。ただし、神はそのような中からでも再興を与えてくださるのであり、イスラエルの最初の王はこのベニヤミン部族の出身である。
 
 
士師記　21:25
　また、この言葉が出てきている。17:6や18:1,19:1も同類である。王の指導がなかった中で民は混乱しきっていたという意味だが、本来、イスラエルの王は神ご自身である。民がそれを認めず、従わなかったからこそ、この事態である。彼らはそれぞれに良かれと思って行動したのだろう。でも、その状況は悪化の一途を辿っていた。士師記は、人が神から離れた時にどうなるかを語る。それゆえ、読んでいてつらくなるほどの混迷が続いている。勇猛果敢な勇士たちの物語でもあるけれど、むしろそれは、読み手の側に嘆きとうめきをもたらす記録である。
 
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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